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ご あ い さ つ 
 
 大阪建築防災センターでは、平成２５年度上期の建築物防災週間関連事業と

して、去る９月４日に防災講演会を開催しました。 
 この防災講演会は、毎年度９月と３月の２回、防災啓発推進のために、当セ

ンターの公益目的事業として実施しており、今回で６０回目を迎えることとな

りました。 
 この間、火災、地震、風水害など、建築物を取り巻く様々な災害を取り上げ、 
多くの専門家の皆様から貴重なお話をしていただきました。 
 今回の講演会では、気象災害に目を向けることにしました。 
 ここ数年、台風に加えて、いわゆるゲリラ豪雨や竜巻など異常気象が各地で

頻繁に発生し大きな被害が出ています。 
 この９月にも、台風１８号により、京都府、滋賀県、福井県では、数十年に

一度の規模の大雨が降ったために、本年８月３０日から気象庁が運用を開始し

た「大雨特別警報」が初めて発令される事態となり、各地で大きな被害が発生

しました。 
 これらの気象災害から命や家屋を守るためには、災害の特徴や気象情報の利

用の仕方などをもっと知るべきであると思います。 
 そこで今回は、気象防災情報の最前線で活躍されている大阪管区気象台の 
熊原義正様から、「気象災害から命を守る行動と防災情報～災害に向き合う姿勢

「まさか」から「いつかは」に～」とのテーマでご講演をいただきました。 
 このたび、貴重なご講演の内容をより多くの方々にお伝えしようと、このよ

うな冊子にまとめました。皆様方の今後の取り組みの参考にしていただければ

幸いです。 
 当財団といたしましては、今後とも建築や市街地の防災対策に貢献できるよ

うに一層の尽力を傾けてまいりますので、引き続き、皆様方のご指導、ご協力

をよろしくお願いいたします。 
 
  平成２５年１０月 

一般財団法人 大阪建築防災センター   

               理事長   結城恭昌 



－1－ 

平成２５年度上期建築物防災週間関連行事 

建築物防災講演会 

 

テーマ：気象災害から命を守る行動と防災情報 

      ～災害に向き合う姿勢「まさか」から「いつかは」に～ 

講 師：大阪管区気象台技術部 気象防災情報調整官 熊原 義正氏 

日時：平成25年9月4日(水)午後1時45分～4時00分 

※本文(番号)は資料番号 

 

はじめに 

○熊原氏 

 皆さんこんにちは。大阪管区気象台技術

部から参りました熊原といいます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 先ほど、紹介いただきましたように技術

部で気象防災情報調整官として気象防災あ

るいは気象情報にかかわるようなことを主

に担当しております。 

 タイトルは「気象災害から命を守る行動

と防災情報」サブタイトルとして、災害に

向き合う姿勢「まさか」から「いつかは」

に、としています。 

 

ここ最近の気象災害 

 昨年、一昨年に発生した気象災害をいく

つか示しています。※(2) 上段中央は落

雷です。平成２４年の８月には大阪では雷

が頻繁に起きました。大阪市内では、雷に

打たれて亡くなった方もいます。 

 右隣は竜巻です。平成２４年の５月に竜

巻が発生しました。複数の竜巻が発生して、

人のけがや建物が壊れるようなこともあり

ました。もうこの話は古くなってしまい、

９月２日に埼玉県と千葉県で竜巻が発生し

て、今ニュースで話題になっています。 

 それから、下段の左に移りますと、去年

の８月１３日から１４日に、大阪府から京

都府にかけて非常に強い雨が降りました。 

 この大雨では人的な被害が発生したほか、

床上浸水などの家屋に対する被害が多数発

生しております。 

 それから、下段の台風です。これは平成

２３年台風第１２号です。紀伊半島で記録

的な被害が発生した台風です。まさに、２

年前の今日です。２年前の９月の３日から

４日の明け方にかけて非常に激しい雨が降

って、たくさんの方が亡くなったり、行方

不明になったりしました。 

 今回この講演のお話をいただきましたと
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きに、日付をいつにしましょうかと相談さ

れたので、防災という意味合いで、また皆

さんに記憶を新たにしていただければと思

い９月４日を選びました。 

 その隣は、春先に日本海で急速に発達す

る低気圧で、台風並みの暴風被害を起こす

ことがあります。 

 今年になってもいろんな気象災害が起き

ています。これらの気象災害の中で、特に

激しい現象に大きくかかわっているのが上

段の左にある積乱雲です。夏によく出る入

道雲です。今日はこの入道雲、積乱雲を中

心にしてお話を進めていこうと思っており

ます。 

 

気象台の現場 

 このような激しい現象が起きているとき

に気象台ではどんなことをやっているか見

ていただこうと思います。この写真は、私

たちが現業室と呼んでいる部屋で、観測や

予報をしたり、警報や注意報などを発表し

ています。※(3) ここでは、２４時間体

制で気象の監視や情報発表の作業が行われ

ております。現業室でつくられた気象情報

が皆さんのお手元に届くまでの様子をビデ

オでごらんいただこうと思っております。 

 気象庁本庁を紹介したものなので、人数

も多いですし機械設備も大がかりですが、

大阪管区気象台や各県にある地方気象台も

ほとんど同じようなことをやっております。 

 それでは、ビデオをごらんください。 

 

○ナレーション（気象庁の予報現業室の紹

介ビデオが流れる） 

 ようこそ、天気予報の世界へ。 

 ここは、気象庁の予報現業室、予報の仕

事を行う場所だ。ところで、そもそも天気

とは何だろう。風が吹き、雲がわき、雨が

降り、青空が広がり、そして、また風が吹

く。これらはみんな地球を包む大気の中で

起こっている出来事。それが天気。だから、

大気のことを調べれば天気のいろいろなこ

とがわかるはず。そして、天気の予測もで

きるはずだ。 

 大気のことを調べるには、どんなところ

がいいだろう。 

 地上に観測装置を置いて調べる。上空に

のぼって調べる。宇宙までいって見おろす。 

 答えは、その全部。大気の観測は地上、

上空、宇宙、これら全ての場所で行われて

いる。 

 地上では、全国の気象台などに地上気象

観測装置があって、刻々と変化する大気の

様子を事細かに観測している。 

 自動の観測装置、アメダスは日本全国お

よそ１，３００の場所で観測している。地

上ではこのほかにもいろいろな観測機関の

データを集め、たくさんの場所で観測して

いるわけだ。でも、大気の観測はこれだけ

で十分ではない。 
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 ある日の雲の動きを見てみよう。空の高

さによって動きが違う。だから、天気の予

報をするには地上だけでなく、上空の大気

も調べなければならない。 

 センサーをつけた風船、ゾンデを飛ばし、

上空の気温や湿度、気圧などを一日２回観

測して大気中の水蒸気の量などを調べる。

これは、ウインドプロファイラ、電波を使

って空の高さごとに風の様子を観測する。

地上と上空では、風の向きも強さもこんな

に違う。 

 雨雲の様子を広い範囲で調べる気象レー

ダー、電波を使って雨雲の場所や雨の強さ

を観測する。ドップラーレーダーを使えば

雨雲の中の風も観測できる。雲の様子は、

はるか上空、気象衛星のカメラがとらえて

いる。 

 大気の観測は、天気予報の第一歩、観測

装置はさまざまだけれど、その一つ一つが

正しく観測できるように気象台ではいつも

気を配っている。 

 では、こうして観測した結果はどうなる

のだろう。 

 １、日本の気象庁だけで利用する。 

 ２、世界中の気象機関に伝える。 

 ３、大事にしまっておく。 

 答えは２。世界中の気象機関に伝える。 

 世界中で同じ時刻に観測した結果を互い

に交換している。世界各国の大気の様子、

天気の様子はどの国で見てもわかるデータ

となって交換されている。大気は地球を包

むようにつながっているから大気の動きに

国境は関係ない。観測結果を世界のみんな

で共有しなければ天気は予測できないって

わけだ。 

 世界中から集められる観測結果は、どう

なるのだろう。 

 その答えは、これ、一体何だろう。世界

中の膨大なデータは、このスーパーコンピ

ューターに集められる。でも、観測の場所

は規則的に並んでいないので、そのままで

は計算しづらい。まず、スーパーコンピュ

ーターは、これらの観測結果を大気の中に

割り振る計算をする。決められた格子状に

大気を分割し、格子一つ一つの計算された

値を求める。こうしてコンピューターの中

に観測された大気の様子を再現して、予報

につなげる準備ができた。 

 ところで、気象庁のスーパーコンピュー

ターは１秒間に何回計算を繰り返すことが

できるのだろう。 

 １、２０万回。 

 ２、２０億回。 

 ３、２０兆回以上。 

 答えは３。正確には２１兆５，０００億

回。１秒に１回計算していたら６８万年以

上もかかってしまう。これを１秒で済ませ

てしまうのだからものすごいスピードだ。 

 大気の状態を数字に置きかえた後は、さ

まざまな物理の法則を使って計算し、未来
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の大気の様子を予測する。それが数値予報

だ。ものすごいスピードで計算するけれど、

それでも全部終わるには２時間以上もかか

る。 

 スーパーコンピューターの数値予報がま

とまった。でも、実はこれからが天気予報

の本番、予報官の登場だ。コンピューター

が計算している間にも刻々と天気は変化し

ていく。そして、新しい観測結果が届く。

予報官は大気の状態をいつも監視し、コン

ピューターの計算結果と実際の気象の変化

を照らし合わせ、予報の精度をさらに高め

る作業を進めていく。天気予報は、人がつ

くるわけだ。 

 東京の気象庁で日本全体の大きな天気の

状態を予想し、全国１１ブロックの気象台

とそれに属する各地の気象台が連携して、

天気予報、注意報、警報などを発表する。

そこでは、どんな活動が行われているのだ

ろう。 

 

○熊原氏 

 気象台の中では、概ねこのようなことを

やっています。意外と天気図というのがほ

とんど出てこないのに驚かれたのではない

のかなと思います。今はほとんどがディス

プレーに置きかわっていて、コンピュータ

ーを使う予報作業を私たちはやっています。

ただ、紙の天気図もなかなか捨てがたくて、

予報官の魂だという予報官もたくさんいま

す。 

 

積乱雲が引き起こす気象災害 

 最初に積乱雲が引き起こす気象災害を少

し詳しく見ていこうと思います。 

 積乱雲が近づくと３つの危険なことが起

きます。左は川の急な増水です。町なかの

川がちょっと強めの雨が降って急に増水し

ました。中央は落雷です。そして右は竜巻

などの激しい突風です。※(4) 

 

河川の増水 

 積乱雲による３つの災害があるといいま

したが、最初に河川の急な増水について見

ることにします。 

 積乱雲が発達すると夕立のような強い雨

が急に降り始めます。雨が集まって、特に

町なかにあるような小さな河川に集中的に

流れ込むと、急に水かさが増えます。写真

は神戸市にある都賀川です。※(5) 親水

公園になっていて水辺で子供たちが遊んで

いるような川です。積乱雲で上流に強い雨

が降って、１０分間で水位が１メートル３

０センチ上昇いたしました。左の図から右

の図のようになったということです。 

 これと同じように東京都や沖縄県で下水

の工事中に、急な強い雨が降って下水が増

水して、工事中に流されたという事故もあ

りました。 
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落雷 

 積乱雲による３つの危険のうちの２番目

は落雷です。 

 この図には、平成２４年に落雷で人が亡

くなったり、けがをしたりした都道府県を

ピンク色でマークしています。※(6) 

 平成２４年８月１８日には、大阪市で落

雷により２人の方が亡くなりました。また、

同じ日に滋賀県でも、ジョギング中に雷が

落ちてけがをしたということが報じられて

いました。 

 昨年は大阪で統計開始以来、雷の日数が

一番多くなりました。 

 この図から、落雷は日本のどこでも起き

る災害だということがわかります。 

 続いて、落雷で亡くなったり、けがをさ

れたりした方の年ごとの変化です。警察白

書のデータをもとにしてグラフ化したもの

です。※(7) これを見ますと落雷による

死傷者数というのは年ごとに、多い、少な

いというのはありますが、毎年、人命にか

かわるような落雷の災害が起きていること

がわかります。 

 

竜巻 

 積乱雲による３つの危険のうち３番目の

災害は竜巻です。※(8) 

 左は、平成２４年５月のゴールデンウイ

ークのころに、関東地方で発生した竜巻に

よる被害の様子です。車の横転、それから

マンションのような建物の風に面したガラ

スが全て割れています。 

 右は平成１８年に延岡市で発生した竜巻

被害の様子です。風で飛ばされてきたがれ

きが家の壁に突き刺さって、とても甚大な

被害を発生させていることがわかります。

ちょうど９月２日に発生しました埼玉、千

葉県の竜巻のニュースがかなり流れました

ので、ごらんになっている方も多いと思い

ます。物が飛んでくると壁に穴があき、自

動車のボディーを突き破るような威力があ

りますので、竜巻というのは非常に危険な

気象現象の一つです。 

 竜巻による災害を説明しましたが、竜巻

がなくても突風で大きな被害が起きること

があります。３つの図を出しております。 

 左が竜巻、中央がダウンバースト、それ

から、右がガストフロントと呼んでいる現

象です。※(9) 細かいところは特に覚え

ていただく必要はありませんが、突風をも

たらす現象は竜巻以外にもあるということ

を気にかけていただいたらと思います。 

 竜巻の風は上空に吸い上げるように吹く

ことに対して、ダウンバーストとガストフ

ロントの風は上から下にたたきつけるよう

に吹きつけて、地面付近で広がっていきま

す。 

 竜巻ですと漏斗雲の尻尾が見えますが、

ダウンバーストやガストフロントには、そ

ういったものがありません。でも、突風は
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同じように吹きますので、竜巻が見えてな

いから大丈夫だと油断しないでいただきた

いと思います。 

 右下の図は、竜巻の分布図を示していま

す。※(10) 全国で竜巻の発生が確認でき

た場所に赤いマークをつけています。左上

のグラフは、月ごとに竜巻が何個発生した

か示したものです。この分布図とグラフを

見ますと、竜巻は日本のどこでも起きてい

るし、さらに季節的にも９月、１０月は多

いですが年間通して発生しているといえま

す。 

 竜巻の発生は、非常に局地的です。あま

り広い範囲に影響及ぼすようなものではあ

りませんし寿命も短いので、実際に私たち

が竜巻に遭遇する機会は非常に稀だと思い

ます。私は気象の仕事を３０年以上やって

いますが、まだ、竜巻を実際に見たことは

ありません。しかし、この分布図とグラフ

から竜巻が身近なところで発生する可能性

があると見ていただくのがよいと思ってお

ります。 

 

積乱雲が引き起こす災害の特徴 

 ここまで、積乱雲が引き起こす３つの災

害を見てきました。 

 １つ目は河川の急な増水、２つ目は落雷、

３つ目は、竜巻などの激しい突風でした。 

 この３つの現象に共通する特徴は、急に

襲ってくるということです。今まで晴れて

いた空から突然という感じで襲ってきます。

その一方で、現象そのものはあまり長時間

続くことはありません。続いても大体１時

間程度です。 

 それから、この現象によって発生する災

害の範囲が非常に狭いことも特徴です。急

に襲ってくること、現象の寿命が短いこと

もあり、発生場所や発生時間の予測をする

ことが非常に難しい現象です。※(11) 

 

積乱雲の発生から発達まで 

 これまで、積乱雲が３つの危険なこと、

急な増水、落雷、激しい突風を起こすとい

うお話をしてまいりましたが、積乱雲はど

のように発生、発達して落雷や突風の災害

を引き起こすようになるのか、発生から発

達までをビデオでごらんいただこうと思い

ます。 

 このビデオで、注目していただきたいの

は、大気の状態が不安定という言葉をよく

聞きますが、それがどんなことかというこ

とや積乱雲から冷たい風が吹き下ろされる、

そういうことにちょっと気をつけて見てい

ただいたらと思います。 

 

○ナレーション 

 積乱雲ができるときに、大気は不安定状

態にあります。それは地上には暖かく軽い

空気があり、上空には冷たく重い空気があ

る状態。大気の状態が不安定でさらに湿度
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が高いと、積乱雲ができやすくなるのです。 

 地上で暖められた空気は、上へとのぼり、

上空で冷やされた水蒸気は水や氷の粒とな

って雲をつくります。暖かい空気はどんど

ん上へとのぼり、雲は発達していきます。

雲の中では、氷の粒同士がぶつかり合い大

きくなります。また、ぶつかり合うことで

静電気が起き、雷が発生します。大きくな

った氷の粒は下へと落ちてひょうとなった

り、途中で解けて雨となって地上へ降り注

ぎ、落雷を発生するのです。地上に降り注

ぐ雨やひょうが冷たい空気の流れをつくり、

地上にいる人は冷やっと感じます。その空

気と地上の暖かい空気がぶつかり、新たな

雲が発生することもあります。 

 

気象情報 

○熊原氏 

 積乱雲がどこで発生するかということを

予測するのは非常に難しいのですが、積乱

雲がいつごろ発生するか、あるいは明日、

大阪府のどこかで発生する可能性が高い、

そういったことは比較的精度よく予測する

ことができます。 

 先ほどのビデオでごらんになったように

積乱雲は地面付近の空気が暖かくて、一方

で空の高いところに冷たい空気があって、

気温差が大きいときに発達いたします。 

天気予報で不安定という言葉が聞こえま

したら、積乱雲が発達するので要注意です。

天気予報の中に雷、あるいは急な強い雨、

という言葉が入っているときも要注意です。

※(12) 

 気象情報に注意していただき、またそう

いう状態のときに外で何か行動する予定が

ある場合には、例えば「明日は河原でバー

ベキューか何か予定しているんだけど、雨

が降って急に水かさがふえるかもしれない、

そのときはどうしようか」と、気象現象と

そのとき自分がとろうとしている行動を一

緒にイメージしていただくのがいいと思い

ます。 

 大気の状態の不安定の度合いがとても大

きくなりますと、竜巻などの激しい突風が

発生する可能性があります。このようなと

きに、気象台は突風と落雷に関する気象情

報を発表いたします。※(13) 内容は大気

の状態が非常に不安定になっていますから、

竜巻など激しい突風に注意してくださいと

いうものです。 

 特に、テレビの天気予報などで竜巻に注

意という解説があれば、ふだん以上に注意

していただくようお願いいたします。 

 真夏のある日のお昼ごろに、山の上の雲

が発達して、もこもこしてきました。あと

何時間かすれば、この雲から雷が鳴るよう

な積乱雲に発達する見込みです。こういう

タイミングのときに気象台では、雷注意報

を発表いたします。※(14) 

 雷注意報には、どの市町村を対象にして
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いるか書いてあります。ここでは例として

大阪市を対象にしております。それから、

いつからいつまで注意してくださいと注意

の必要な期間を書いています。例えば２８

日の昼過ぎから２９日の未明まで、この期

間は雷の危険があります、雷に注意してく

ださいということです。 

 雷のほかにも注意することがあれば付加

事項として書いています。突風、ひょう、

急な強い雨です。積乱雲からひょうや急な

強い雨が降るというのは先ほどのビデオで

見ていただいたとおりです。雷注意報が発

表されているときには、外出する前に一度

気象情報を確認していただけたらと思いま

す。そして、河川敷や親水公園など水辺で

の活動は気をつけるか、できるだけ避ける

ようにお願いいたします。 

 実際に雷が発生したり、急な強い雨が降

ったりする前に危ない場所から離れること

ができるように、雷注意報は雷が鳴ってか

らではなく、発生する前に発表をいたしま

す。 

 先ほど、積乱雲に伴う現象の発生予測は、

とても難しいというお話をいたしました。

発生の予測は難しいのですが、今現在、ど

こが危ない場所だ、あるいはこれから先ど

うなるかというのは、ある程度、予測する

ことができます。そうしたナウキャストと

いうものを気象庁ホームページや防災情報

提供センターで提供しております。※(15) 

 左の雨、中央の雷、それから右の竜巻な

どの激しい突風それぞれについて、今から

１時間先までの注意レベルを色であらわし

たものです。雨についてはよくレーダーで

ごらんになっているように水色から赤色に

なるほど雨が強いことを表しています。雷

は活動度を１から４で表しております。活

動度１の黄色のところでは雷の発生の可能

性があることをあらわし、活動度４は、非

常に激しい雷が多数発生している領域を表

しています。 

 雷の活動度２以上が出ている状況では落

雷の危険性が非常に高くなっているので、

そのような場所にいるときには安全なとこ

ろに移動していただきたいと思います。 

 右の竜巻などの激しい突風については、

発生確度で危険度を表しております。竜巻

は寿命が非常に短く、局地的に発生するも

のですから、人生の中でも一度経験するか

しないかという非常に稀な現象です。この

発生確度があらわれている領域は、ふだん

に比べると非常に竜巻の発生しやすい状況

にあると理解していただきたいと思います。 

 ただ、発生確度２でも実際に竜巻が発生

する適中率は５から１０％と低いものです。

それでもふだんに比べればその領域は竜巻

が発生しやすい状況になっています。 

 落雷事故について、落雷の実験のビデオ

を見ていただこうと思います。雷が鳴った

ら、金属を体から離せば雷は落ちないとい



－9－ 

うことをよく聞きますが、この実験を見る

とそうではなく、また雷の鳴っているとき

に木の下での雨宿りは非常に危険だという

ことがわかります。 

 

○ナレーション（雷の実験のビデオ） 

 実験を見てみよう。片方の人形にだけ金

属のアクセサリーをつけて２つ並べて雷を

落としてみると、このようにどちらも同じ

くらい雷が落ちる。金属を身につけている

かどうかは雷には関係ないんだ。※(16) 

これも実験をお見せしよう。木に落ちた雷

が人形へと向かったのがわかったかな。 

 雷は高いところに落ちる。だから、人間

より高い木に先に落ちるんだが、木よりも

人間のほうが電気が流れやすい。それで木

に落ちた雷が途中から人間に移ったんだ。

この現象で死者が出る事故も毎年のように

起きている。 

 

○熊原氏 

 雷注意報が発表され、積乱雲が発達して

きました。非常に大きい積乱雲です。これ

ぐらい発達すると竜巻が発生する可能性も

あります。こういうタイミングで、気象台

は竜巻注意情報を発表いたします。 

 これが竜巻注意情報です。※(17) 例え

ば、大阪府では、竜巻が発生するおそれが

あるのでいつごろまで注意してくださいと

いう内容になっています。竜巻注意情報と

いっていますけれど、竜巻だけでなくダウ

ンバーストやガストフロントの突風も含ん

でいます。 

 この情報は有効期間が１時間です。発表

されて１時間の間は気をつけてくださいと

いうことです。このときには竜巻の可能性

が非常に高くなっていますので、空を見て

積乱雲が近づいてくるような兆しがないか

注意してください。 

 空を見上げることはふだんの生活の中で

は少ないと思いますが、竜巻注意情報が出

たら、ちょっと意識的に空に注意してくだ

さい。 

 空を見てどうするかということですが、

積乱雲が近づいているか皆さんの目で確認

していただきたいのです。竜巻などは非常

に局地的な現象なので、広い範囲に影響し

ません。その場所だけです。ですから皆さ

んの身の回りが危険かどうかは、皆さんの

目で確かめるのが一番です。 

 空を見上げたときに急に周りに黒い雲が

広がってきたとか、雷が鳴ったとか、稲光

が見えた、あるいは冷たい風が急に吹いて

きた、それから雨やひょうが降ってきた、

こういうときにはもう積乱雲が自分の頭の

上か、すぐそばまできています。※(18) 

 積乱雲が近づいてきたら、その場所は非

常に危険ですからすぐに身の安全に努めて

いただきたいと思います。※(19) どこか

安全な場所に移動するのが一番です。竜巻
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や落雷から身の安全を図るには、頑丈な建

物に入るのが一番です。 

 ただし、建物の中に入っても窓や壁から

は離れてください。突風でがれきが飛んで

きたり、窓が割れてけがをするようなこと

もあります。カーテンを閉めることはけが

を防ぐのに有効だと思います。 

 ９月２日の関東地方の竜巻のビデオを撮

られた方が結構おられました。竜巻が非常

に珍しいのでビデオを撮るお気持ちはわか

るのですが、危険と隣り合わせだというこ

とも考えてください。 

 竜巻の移動速度が自動車並みに速いこと

もあります。逃げようと思っても逃げ切れ

ない場合もあるかもしれませんので、竜巻

が見えたら早目に避難していただくのが一

番です。 

 そして、川のそばにいるようなときは、

すぐに川から離れていただきたいと思いま

す。一瞬のうちに川の水かさが増えて、そ

こから出られなくなるようなこともありま

す。また、最近、都市部で多くなっている

のがアンダーパスにたまった雨水に車が入

って動けなくなり、さらに水が増えるとド

アが開かなくなって、車の中で溺れてしま

う事故です。 

 それから、木の下での雨宿りはやめてく

ださい。先ほどのビデオでごらんになった

ように木から人に雷が移るという現象があ

りますので、特に注意してほしいと思いま

す。 

 これまで、雷や竜巻が発生する前には気

象台が情報を発表しますとお話してきまし

たが、残念ながらいつも必ず事前に予想で

きるとは限りません。場合によっては、発

生してから情報を発表することがあり得ま

す。 

 左の写真は発達中の積乱雲です。※(20) 

右は発達した積乱雲です。十数分程度で発

達し切ってしまいます。これだけ変化が激

しいときにはその場にいらっしゃる皆さん

が空を見上げたときの感覚がとても役に立

つと思います。空の色、あるいは雲の動き

を注意して、ちょっとふだんと違うとか、

雲の発達が急だと思ったら、先ほどのナウ

キャストなどを携帯端末で見て、自分のい

る場所が安全かどうか確認していただきた

いと思います。 

 竜巻が発生しそうなとき、あるいは発生

してから気象台ではどういうことをやって

いるのかビデオでごらんいただこうと思い

ます。 

 

○ナレーション（竜巻のビデオ） 

 夏場の群馬県は、東京湾から湿った空気

が入り込み強い日差しによって、上昇気流

が起こり、もくもくと山間部で発達した積

乱雲が雷とともにどしゃ降りの雨を降らせ

ることが多い。 

 ２００９年７月２６日、ちょうど九州か
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ら東北地方へと梅雨前線が本州上空にのび

ていた。この前線に向かって太平洋から暖

かく湿った空気が流れ込み、関東地方では

大気の状態がとても不安定だった。 

 冷たく重い空気が下に、暖かく軽い空気

が上にあるとき、大気は安定している。そ

の逆に暖かく軽い空気が下に、冷たく重い

空気が上にあると大気は不安定になり、大

気の流れに大きな変化が起こる。 

 いわゆる、大気が不安定な状態になると

いうことは、上昇気流が発生します。積乱

雲のようなもくもくした雨雲が発達します。

７月２７日の２日ほど前から、群馬県では

既に大気の状態が不安定なことがコンピュ

ーターの予測でもありました。雷を伴った

大雨や突風の発生する可能性がありました。 

 ２７日になって、大気はさらに不安定に

なった。予報官は大雨と雷、そして突風に

注意が必要と考え、午前５時５３分に気象

情報を発表した。続いて６時２０分には群

馬県全域に雷注意報を発表し注意を呼びか

けた。早朝のことだった。 

 気象台の発表する情報は自治体の防災担

当、それから放送局、民間の気象会社にす

ぐ伝わるようになっています。また、テレ

ビでは気象情報のテロップとなって画面に

表示されますし、インターネットそれから

携帯電話向けサービスなどで人々に素早く

情報が伝わるような仕組みになっています。 

 やがて、群馬県上空に雨雲が広がってき

た。午前１１時４４分、まだ強い雨は降っ

ていないけれど、予報官は雷注意報に加え、

大雨注意報と洪水注意報を発表した。１３

時過ぎ、埼玉県北部で発生した積乱雲は急

速に発達していった。レーダーで観測した

赤い部分では上昇気流で積乱雲がどんどん

発達していることが想像される。 

 発達した積乱雲の中では、上昇気流と下

降気流がダイナミックに動き突風が吹く恐

れがある。強い上昇気流によって激しい渦

巻が発生する竜巻。ものすごい勢いで冷た

い空気が地面に吹きおろし広がっていくダ

ウンバースト、どちらも大きな被害をもた

らす危険な現象だ。 

 １４時１７分、予報官は竜巻注意情報を

発表し、警戒を呼びかけた。１時間だけ有

効な緊急の注意情報だ。その直後、群馬県

東部の館林市で突風が発生したという報告

が届いた。 

 私たちはすぐに現地の調査に向かいまし

た。被害状況を調べ、住民から聞き取り調

査をして、この現象がどうして起きたのか

明らかにするためのものです。こうした活

動も気象台の重要な仕事の一つです。 

 被害は、幅５０メートル、長さおよそ６．

５キロの帯状の地域に集中していた。被害

の場所や様子を細かく調べてみると、一部

の場所で周りから風が吹き込んでいること

がわかった。これは竜巻に違いない。住民

もこう話していた。家が一瞬浮き上がった
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ように感じた。ゴーという異常な音がした。

周囲が白っぽくなった。木やベニヤ板を巻

き上げた黒い渦を見た。竜巻特有の現象だ。 

 ドップラーレーダーという観測方法で、

雲の動きを分析すると雨雲の中に渦を示す

パターンが確認できました。これが原因と

なって風が吹き込み竜巻が発生したのでは

ないかと考えられます。私たち気象庁では、

竜巻のような現象は日本中どこでも起こる

現象と考えています。こうした災害に備え

てさまざまな気象情報を的確に提供できる

よう力を尽くしたいと思っています。 

 

○熊原氏 

 竜巻の実際のビデオをごらんいただきま

した。積乱雲に伴う災害の説明をまとめま

す。※(21) 

 積乱雲は急に発達して、急な強い雨、落

雷、竜巻などの激しい突風は突然に襲って

くるので要注意です。天気予報で不安定と

いっておりましたら、積乱雲が発達する可

能性があるので注意してください。 

 雷注意報や竜巻注意情報が発表されまし

たら、皆さんがいらっしゃる場所が安全か

どうかナウキャストでチェックするか、空

を見上げて積乱雲が近づく兆しがないか確

認してください。そして、危ない場所から

離れるのが一番です。 

 

 

集中豪雨 

 積乱雲の災害をもたらす現象の２つ目は

集中豪雨です。この雨雲の動画は去年の８

月１４日に大阪府から京都府にかけて大雨

になったときのものです。人的被害や浸水、

土砂崩れなどが発生いたしました。 

 先ほどまで説明してきました小さな河川

の増水というのは、主に積乱雲の一つが起

こすような災害でした。積乱雲が同じ場所

で次々に発生して、組織化することがあり

ます。※(22) この大雨になったときの雨

雲の様子を短い時間間隔で観測したものを

見ますと、雨雲の発生、発達、移動の様子

がよくわかります。 

 ８月１４日の午前０時から午前７時の７

時間分を１分ごとにビデオにしています。

大阪府の北部や六甲の近くで発生した雨雲

がだんだん東に移っていきますが、次々と

同じ場所で新しい雨雲が発生して、つなが

っていく様子がわかります。一つの積乱雲

だけでも非常に激しい雨を降らすことを今

までお話してきました。そのような雨雲が

同じ場所を繰り返し通っていくと非常に激

しい雨が降り続くことになります。このと

きには、線状につながった雨雲にさらに兵

庫県から移動してきた雨雲が重なって強ま

り、高槻市付近では１時間に１１０ミリの

記録的な雨となりました。これが集中豪雨

です。 

 雨雲の動きを見ていただきます。大阪の
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北や京都府の南で雨雲が線状につながって

いくところに注目してください。 

 大阪の北の同じようなところで雨雲が発

生し始めました。どんどん東に進んでいき

ますが、また西のほうから発生して、だん

だんと京都府の南でまとまってくることが

わかります。全体としてみれば、大阪府の

北から京都府の南のほうまでずっと強い雨

雲がかかり続けて、そこに兵庫県から進ん

できた雨雲が一緒になって、非常に激しい

雨になった。このようにして集中豪雨は発

生いたします。 

 一つの積乱雲は３０分か１時間もすれば

通り過ぎますが、次々同じように進んでく

ると強い雨がおさまらないで、雨量が多く

なることを見ていただければと思います。 

 気象台では、淀川に沿って停滞する線状

の雨雲で大雨になる現象を淀川チャネル型

の大雨と呼んで注目しています。淀川に沿

って狭い領域にあらわれる大雨で、いつ停

滞し始めるか、いつ停滞が終わるか、予測

が難しい現象です。 

 集中豪雨が引き起こす災害は、非常に甚

大で、毎年たくさんの人の命を奪っていま

す。 

 代表的な例として、土砂災害と洪水、浸

水をまとめた水害があります。※(23) 

 

土砂災害 

集中豪雨が引き起こす災害のうち、土砂

災害について少し考えてみようと思います。

土砂災害の特徴は、比較的発生しやすい場

所が大体わかっているということです。が

け崩れは、地面の傾斜が急なところで発生

しやすいでしょうし、土石流は急斜面を水

が流れているようなところで発生しやすい

と思います。 

 自治体では、土砂災害の危険性のある場

所を調べて公表しています。※(24) 皆さ

んの家の周りでどのあたりが土砂災害に気

をつけるべき場所なのか、一度確認されて

おいてはと思います。 

 土砂災害の一番恐ろしいところは、土砂

災害が起きるかどうかの危険性が私たちの

目からは判断しづらいことです。人間の側

からすれば、土砂災害が突然襲ってきたと

いうことになります。 

 川の水が増えてきているとか、雨の量が

増えているというのは、目で見てわかりま

すが、土砂災害の危険性を把握することは

難しいです。そして一旦発生しますと、人

の命にかかわるほどの災害を引き起こしま

す。土砂災害はいつ起きるかわかりません

ので、雨がたくさん降る状況で、土砂災害

から一番確実に身を守る方法は、事前に避

難しておくということです。※(25) 

 右下に土砂災害警戒判定メッシュ情報を

表示しています。気象庁ホームページには、

土砂災害の危険度を示しているページがあ

ります。黄色から紫色の順で危険度が高く
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なっているので、今どのあたりが土砂災害

の危険度が高いか、ある程度把握すること

ができます。 

 

水害 

 集中豪雨は水害も引き起こします。そし

て、その水害には２つの種類があります。

※(26) 

 一つ目は、川の水があふれ出る洪水です。

洪水で川からあふれ出た水の勢いは強いの

で、左の写真のように家が流されたりする

こともあります。 

 二つ目は右の写真のように、川から離れ

た場所でも発生する災害です。これは都市

部で起きやすく、急にたくさんの雨が降っ

て、排水が追いつかずに水がたまってしま

うものです。特にアンダーパスや地下など

の低い場所に水が一気に流れ込んで、人が

溺れてしまうという事故も発生しておりま

す。 

 先ほど、土砂災害の危険性のある場所を

示した地図があるというお話をしましたが、

水害に対しても自治体が例えばこういう条

件のときには、このあたりはこの程度浸水

する可能性がありますという計算結果を公

表しております。これは大阪市のホームペ

ージにあったものですが、浸水の深さや避

難場所も地図上に示されておりますので、

もしもの浸水に備えてどこを通ると安全に

避難場所まで移動できるか調べておくとよ

いと思います。※(27) 

 

土砂災害や水害から身を守るために 

 土砂災害や水害から身を守るためには、

危ない場所から離れて、安全な場所に避難

するのが一番確実です。例えば、家が土砂

で押しつぶされたり、洪水で流されてしま

うかもわからないというときに、家の中で

じっとしていてもそれは安全ではありませ

ん。でも、外を見ると大雨で家の周りが浸

水しているようなときは、外に出てしまう

とよけいに危険なので、家の２階に上がっ

ているほうが安全だという場合もあります。 

 つまり、集中豪雨から身を守るためには、

いつ避難するか、その判断がとても大事に

なってきます。この判断に、気象台が発表

している情報をうまく使っていただければ

と思っております。※(28) 

 概ね、前半部分は、このあたりまでにし

ようかと思います。 

 

○司会者 

 ただいまから１０分間休憩をとらせてい

ただきます。 

 ３時１０分より開始させていただきたい

と思いますので、時間までに御着席いただ

きますようよろしくお願いいたします。 

 

（休憩） 
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○司会者 

 それでは、後半の講演を始めさせていた

だきます。 

 熊原様、よろしくお願いいたします。 

 

気象情報の発表 

○熊原氏 

 後半にも少しビデオを入れておりますの

で、ごらんいただきながら進めていこうと

思います。 

 今まで、個別の現象とか、個別の情報に

ついてお話してまいりましたが、実際に雨

が降ってきて、どんなふうに情報が発表さ

れていくのか全体を通して見ていただこう

と思っております。一つの大雨に対してど

ういう情報がどういうタイミングで発表さ

れるかということです。 

 併せて、情報が出たときに皆様にはどん

な行動をとって欲しいかお願いしようと思

っております。 

 最初西日本は晴れていますが、雨雲がだ

んだんと日本海側から近畿地方へ入ってき

て大阪付近で強まって、東に遠ざかってい

くというように見ていただければと思いま

す。※(29) 

 まだ大阪付近は晴れております。でも、

雨雲が西からだんだんと近づいてきて、明

日は大雨になりそうですというときに、気

象台から大雨に関する気象情報を発表して

注意を呼びかけます。※(30) テレビでこ

ういう情報が流れましたら、皆様にお願い

したいことは、大雨になったときの備えと

して、家の周りの水はけをよくしておくと

か、もし大雨になってしまったらどう避難

するかを少し気にかけていただければと思

います。それから、この後に発表される気

象情報にも気をつけていただければと思い

ます。 

 雨雲がだんだんと近づいてきました。あ

と数時間もすると雨が激しく降りそうです。

そういうタイミングのときに気象台では大

雨洪水注意報を発表いたします。※(31) 

発表するのは市町村単位です。ある市に大

雨洪水注意報、いつからいつまで注意して

くださいという内容です。例えば、土砂災

害には１３日の夜の初め頃から１４日昼過

ぎまで、浸水にはこの時間帯、洪水にはこ

の時間帯に注意してくださいと、災害や現

象に対して注意して欲しい時間を書いてお

ります。 

 こういう注意報が発表されますと、そこ

から先に発表される気象情報にはより一段

と気をつけて、できるだけ気象情報を入手

して、注意報が更新されたらそれをごらん

いただくようにお願いいたします。 

 注意報が出た後に雨雲がだんだん東に進

んで、雨雲の一番強いところが近づいてき

ました。あと数時間もすると土砂災害や水

害という重大な災害が起こるおそれがあり

ます。そういうタイミングで大雨洪水警報



－16－ 

を発表いたします。※(32) 

 この大雨警報や洪水警報は、大雨に対し

て準備をする時間をとれるように大雨より

事前に発表することにしております。 

 発表された警報の内容を見ていただきま

しょう。大雨警報のうしろの括弧の中に土

砂災害、浸水害と書いてあります。 

 大雨警報といいますけれど、雨そのもの

が危険というわけではありません。大雨に

よって起こされる災害が危険なのです。大

雨のときには土砂災害や短時間に強い雨が

降って排水し切れなくなって起きる浸水害、

そして川の水があふれる洪水害が発生いた

します。左から土砂災害、浸水害、洪水害

と表示しております。※(33) 

 この３つの災害のうち土砂災害と浸水害

が大雨警報の対象になっているものです。

そして右の洪水害は洪水警報の対象になっ

ているものです。言い換えると大雨警報で

土砂災害と浸水害をカバーし、洪水警報で

洪水害をカバーする仕組みです。 

 洪水害が起こるときに洪水警報を発表す

ることや浸水害が起こるときに大雨警報を

発表することは、わかりやすくて自然です

が、土砂災害が起こる危険性があるときに

大雨警報を発表することは少しわかりにく

いかもわかりません。 

 大雨警報は土砂災害と浸水害の２つの異

なる災害を対象にしています。２つの災害

をカバーしているので、大雨警報が今どち

らの災害に注目しているか、うしろの括弧

の中に書いています。 

 先ほどの大雨警報の例では、括弧の中に

土砂災害と浸水害が書いてありました。こ

の大雨警報は土砂災害と浸水害両方に警戒

してくださいという意味です。この括弧の

中が土砂災害だけ、あるいは浸水害だけの

場合もあります。大雨警報は括弧の中がと

ても大事です。 

 大雨警報が発表されたらどうしましょう

か。※(34) まず、川やがけの近くなど、

危険な場所には近づかないようにお願いい

たします。そして、川のそばやがけの近く

に家のある方は、いざというときの避難あ

るいは避難の準備を始める。場合によって

は警報が出たタイミングで、安全な場所に

移動する。そういうことも考えていただけ

ればと思います。 

 大雨警報が発表された後も、さらに強い

雨が降り続いて、今、一番雨の強いところ

が大阪付近にかかってきました。※(35) 

 非常に激しい強い雨が降って、土砂災害

の危険性がさらに高くなってきますと、土

砂災害警戒情報を発表いたします。これは

実際に発表したものです。※(36) 高槻市

と枚方市で土砂災害の危険度が高くなって

いますから、早目の避難を心がけて市町村

からの避難勧告などに注意してくださいと

いう内容です。 

 今まで注意報、警報や情報のお話をして
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きましたが、その内容はこれから先こうい

うふうになりますという予想にかかわるも

のでした。ここで説明しますのは予想では

なくて、今とても大変な量の雨が降りまし

たという観測結果をお知らせする情報です。

短い時間に強い雨が降ると排水が追いつか

なくなって浸水害が発生したりします。既

に、雨がたくさん降っているところに、さ

らに強い雨が降るとそれがきっかけになっ

て土砂災害が発生することもあります。 

 そこで、数年に一度というような猛烈な

雨が降った場合には、記録的短時間大雨情

報を発表いたします。※(37) この情報が

発表されたときには既にどこかで災害が起

きている可能性もあります。そして、災害

が皆様の周りに広がってくる可能性もあり

ます。この情報が出た場合には、身を守る

ことを第一に行動するようにお願いいたし

ます。 

 大阪府内では、１時間に１００ミリ以上

の雨が降ると、記録的短時間大雨情報を発

表いたします。これは高槻市付近で１１０

ミリの雨が降ったという情報です。 

 雨量はなかなかぴんとこないと思うので

すが、雨量１０ミリというものは地面に雨

が降ってどこにもしみ込まず、どこにも流

れなかったら１０ミリ、１センチたまると

いう意味です。ですから、ここでは高槻市

付近で１時間に１１センチ、地面から１１

センチ雨が降ってたまりましたということ

です。 

 雨のピークは過ぎて近畿地方の雨雲は通

り過ぎていきました。しかし、雨がやんで

もすぐに大雨警報の土砂災害と洪水警報を

解除できない場合があります。※(38) よ

くおしかりの電話で「雨やんだのにまだ大

雨警報出しとるのか」とか「外は晴れてい

る」といわれることがよくあります。その

あたりを少しお話しておこうと思います。 

 土砂災害というのは、左のように、降っ

た雨が土の中にしみ込んで、たまった水の

量が多くなったときに発生します。たまっ

た水は、地下水や湧水としてゆっくり抜け

ていきますが、雨がやんだ後もしばらくの

間は、土の中に水をたくさん含んでいます。

ですから、土の中に水をたくさん含んでい

る間は、土砂災害の危険性はまだ残ってい

るということです。 

 洪水も同じように見ていただきますと、

川の上流で降った雨は時間をかけてゆっく

りと下流に流れてきます。雨がそこでやん

だからといって、安全というわけではなく

て、上流から流れてくる水で川の水位が上

がるということがあります。 

 このような理由で、大雨警報の土砂災害

と洪水警報は、雨がやんでもしばらくの間、

発表していることがあります。このあたり

を誤解されている方がいらっしゃるのかな

と思いますので、ぜひ覚えていただければ

うれしいです。 
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 注意報、警報がどのようなタイミングで

発表されるか実際の雨に当てはめてみます。 

去年の８月１３日から１４日の朝にかけて、

大阪府で降った大雨の事例です。※(39) 

緑の縦棒は１時間に降った雨の量を示して

います。１３日の夜から降り始めて、１４

日に日がかわってちょっと弱くなって、そ

の後、１４日の明け方にかけてさらに強く

なっています。 

 まず、大雨注意報を１３日の夕方に発表

いたしました。このときには、まだ雨はそ

んなに強く降っておりません。１３日の夜

になって雨がだんだんと強くなってきたの

で、大雨警報の浸水害を発表いたしました。

その後、１４日の２時ごろに大雨警報の土

砂災害を加えて発表いたしました。その後

も雨が降り続いて、午前５時過ぎごろには

土砂災害警戒情報を発表しております。７

時を過ぎるとだんだんと雨がやんできます

ので、大雨警報の浸水害は先に解除しまし

た。その後、順次土砂災害の大雨警報解除

となり最後に大雨注意報に切りかわってお

ります。 

 これは個々の話を細かく追う必要はなく

て、防災気象情報というのは、気象現象の

変化に応じて段階的に注意報から警報、さ

らに土砂災害の危険が高まれば土砂災害警

戒情報と段階的に発表されていくことを見

ていただければいいと思います。 

 集中豪雨についてまとめます。※(40) 

集中豪雨では、土砂災害や水害など甚大な

災害が発生いたします。これらの災害から

身を守るためには、状況に応じた安全確保

が重要になってきます。この状況の判断や

いつ避難したらいいかを判断する場合に気

象台が発表しております防災気象情報を利

用していただければと思っております。 

 

台風 

 災害を引き起こす現象の最後は台風です。 

 今日初めのほうで積乱雲が雷や竜巻を引

き起こすというお話をしました。そして積

乱雲が集まって組織化すると集中豪雨が起

きることを雨雲の動画で見てもらいました。

台風というのは、この集中豪雨を起こすよ

うな積乱雲の固まりがさらに幾つも集まっ

てできています。※(41) 

 ですから、台風の一つの雲の固まりとい

うのは、非常に大きなエネルギーを持って

いるものだというふうに見てください。 

 台風は、この積乱雲がたくさん集まって

できておりますので、台風が近づいてきま

すと、広い範囲でさまざまな災害が発生い

たします。※(42) まず、この個々の積乱

雲がもたらす災害の落雷や竜巻が起きる可

能性があります。そして、積乱雲が組織化

して起きる集中豪雨や集中豪雨が何カ所で

も発生するようになるおそれがあります。

それから、暴風、高潮、高波といった被害

も発生いたします。 
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 高潮は、台風などの接近によって海面が

盛り上がってくる現象です。その結果、こ

の写真のようになってしまいます。※(43) 

これは平成１６年に高松市が高潮で被害を

受けたときの様子です。町の中まで海水が

流れ込んでおります。海水の深さは大人の

腰より少し低いぐらいのところまで、車も

ボンネットの少し下ぐらいまで水没してい

るようです。 

 この写真では、流れ込んだ海水は非常に

穏やかな水面に見えますが、高潮が流れ込

んでくるスピードは速いので、高潮で水位

が上がることと併せて危険です。 

 台風は風が強いのも特徴です。イラスト

にしているように、木が倒れる、家が壊れ

る、人が転ぶ、飛んできたものが人に当た

ってけがをする災害が起きます。※(44) 

 そのほかにふだんの生活の中でも、急に

強風でドアが閉まって指や手を挟まれるよ

うに身近なところにも危険が潜んでいます。

風速１５メートルを超えると人は風に向か

って歩くのがだんだんと難しくなってきま

す。２０メートルを超えると何かにつかま

ってないと立つことができません。 

 暴風警報は風速２０メートル以上を予想

するときに発表しますので、暴風警報が出

ているときには、立っていられないような

風が吹くと思ってください。 

 暴風の直接的な被害ではないかもわかり

ませんが、強風で鉄道やバスなどの交通機

関が運休して通勤、通学が乱れる場合も少

なくありません。特に都市部では公共交通

機関が発達しているので、とまってしまう

と非常に大きな混乱が発生いたします。 

 気象庁では、台風情報で風に対して２種

類の風速を予想しております。その２種類

は、最大瞬間風速と最大風速というもので

す。グラフにそのイメージを表しています。

※(45) 風の息というように、風は強くな

ったり、弱くなったりを繰り返しています。

その繰り返しを赤い色で示しております。

その時々の瞬間的な風の強さを記録して右

に赤色線があるほど風が強いということを

示しております。これを瞬間風速と呼んで

います。その瞬間風速の中の一番大きな値、

黄色で囲んでいますが、そこを最大瞬間風

速といいます。 

 一方で瞬間ごとの風は、風の強弱を比べ

るときに不便なので１０分間の平均をとる

場合があります。それが黒い線で表してい

る平均風速です。その平均風速の中で一番

大きいものが最大風速です。この最大瞬間

風速と最大風速を台風情報の中では風の予

想値として記入しております。 

 以前は、台風情報の中で最大風速だけを

予想しておりました。しかし、最大風速が

あまり大きくなくても建物が壊れたりとか、

人が転んだりということがありました。瞬

間的に強い風が吹いていることが影響して

いるということがわかって、数年前からは
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台風情報にこの最大風速と、最大瞬間風速

の両方を予想していますので、台風情報が

出ているときには気をつけて見てください。 

 風が強くなる前に暴風警報を発表いたし

ます。※(46) この図は平成２３年に台風

が関東地方を通過したときの東京での風速

を表しています。上の黒いグラフの線です。

夕方のちょうど帰宅ラッシュの時間帯に風

が強まり電車がとまって、家に帰れなくな

る人が大勢出て大混乱になりました。この

ときに気象台では暴風警報を１０時３２分

に発表しています。この暴風警報を発表し

たころ、台風は紀伊半島の東側にあって、

風はまだそんなに強くなっていませんでし

た。 

 暴風警報が発表されてすぐに、今日は危

ないからと帰り始めた人は交通機関が動い

ているうちに家に帰れましたが、風が強く

なってから帰り始めた人たちは交通機関の

乱れで取り残されてしまったという事例が

ありました。 

 このように強い雨や風に対して事前に準

備ができるように警報は雨や風が強くなる

前に発表しております。ですから警報が発

表されましたら皆様には早目に準備をして

いただくなり、できれば避難も考えていた

だく、そして台風がいよいよ近づいてきて

いるときには、できれば不要不急の外出を

避けて欲しいと思います。※(47) 

 台風から離れていても大雨に注意が必要

な場合があります。※(48) この図から見

ていただきますように台風の周りを吹く風

によって湿った空気が流れ込んで、特に太

平洋側中心に大雨になりました。また、日

本の近くに前線がありますと雨量がかさみ

ますので、特に台風があって、前線がある

というときには雨量が多くなる可能性があ

るので非常に注意が必要です。 

 台風が通り過ぎた後も少しだけ注意をし

てくださいというのがこの図です。※(49) 

台風が紀伊半島を通過していったときの大

阪の潮位の時間変化を表しています。１８

時過ぎぐらいに急に黒のグラフが上に飛び

上がっているのがわかると思いますが、こ

のときに海面が７０センチ急に上がりまし

た。 

 実際には、堤防を超えることはなく高潮

の被害になりませんでしたが、注意が必要

なのは高潮が発生しているタイミングです。

高潮が発生したときには台風は紀伊半島を

通り過ぎて名古屋のあたりまで進んでいま

す。大阪にいる我々からしてみれば、もう

台風は大阪を過ぎて名古屋までいった、や

れやれ台風も過ぎていった、とちょっと気

を抜くようなタイミングで高潮や場合によ

っては雨風が強まることもありますので、

注意報や警報が出ている間はぜひ気をつけ

て欲しいと思います。 

 これはおなじみの台風の進路予想です。

※(50) ちょうど台風シーズンですので誤
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解されやすいところだけをお話しておきま

す。予報円が意外に誤解されているという

印象があります。例えば予報円というのは

何日の何時に台風がこの円の中に来ますと

いうことを表していますが、台風がその予

報円の中に来る確率は７０％です。言い換

えると残りの３０％は予報円の外にいると

いうことです。 

 ですから、この図を見て１７日１５時の

予報円の東端が四国ぐらいだから大阪まで

は来ないと見るとちょっと誤解をしている

ということになります。 

 それから、予報円をつないだ直線があり

ます。いかにも台風がここを通りそうに見

えますがこれも実は誤解です。 

 台風が近づいているときに気象台ではど

んなことに注目しているかビデオをごらん

いただきます 

 

○ナレーション（台風に対する気象台の紹

介ビデオが流れる） 

 ２００９年９月２９日に太平洋のマーシ

ャル諸島で発生した台風１８号は、１０月

４日にはフィリピンの東で猛烈な台風に発

達した。この台風は、沖縄の近くで北西か

ら北東に進路を大きく変え、日本列島に上

陸するコースをとった。 

 台風１８号は１９５９年の伊勢湾台風と

同じようなコースに入り、近畿から東海地

方のどこかに上陸することが予想された。

この伊勢湾台風は東海地方に大きな被害を

もたらした。その後、５０年間伊勢湾台風

に匹敵する強さと規模の台風は日本に上陸

していない。ちょうどこのとき日本列島の

南岸には秋雨前線があった。名古屋地方気

象台では、警戒を強めた。 

 私たちはまず、コンピューターの予測や

最新の観測結果をもとに台風がいつどこに

あるのかに注意を払います。 

 １０月６日には、伊豆諸島などで大雨が

降り始めた。愛知県では波浪注意報が発表

された。東海地方の雨はまだそれほど強く

はなかったけれど、そのうち風が強まる。

台風は今どこにあるのか。１０月６日から

７日にかけてコンピューターが計算した予

測と実際の観測結果を比較していた予報官

はこのときあることに気づいた。 

 １０月７日の朝の段階で比較すると実際

のほうがコンピューターの予測より早く進

んでいるらしいということがわかりました。

これはそのときの衛星画像です。台風の中

心がわかります。こちらはコンピューター

が計算した風の予想です。風向きが中央に

集まるところが台風の中心です。２つは同

じ時刻なので重ねてみると衛星でとらえた

実際の位置が北にずれていました。台風１

８号は予想より速いスピードで北上してい

たのです。 

 台風のスピードは注意報や警報など、防

災情報を発表するタイミングに深くかかわ
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ってくる。解析の結果は東海地方の各県に

伝達された。 

 台風１８号は、過去１０年ほど東海地方

に接近することがなかった勢力の強い台風

でした。大雨、暴風や高波にも警戒しまし

たが、もう一つ高潮にも気を配りました。 

 伊勢湾台風で大きな被害の原因となった

のも高潮だった。台風が近づくと気圧が低

くなり、海面が上がる。そこに風が吹き込

むと海水が沿岸に吹き寄せられ、大波とと

もに打ち寄せる。これが高潮だ。 

 台風のコースの違いと高潮の発生は東海

地方の地形と関係があります。愛知県より

東側に上陸する場合は、北風が吹き湾の中

の海水を押し下げることになります。この

場合は高潮が発生しても影響が少ないこと

が多いです。一方、紀伊半島など愛知県よ

り西側に上陸すると南東風が吹きますので、

湾の奥に向かって風が吹き込み伊勢湾を中

心に高潮が発生する危険性が高まります。 

 名古屋地方気象台では、台風説明会など

を開き報道を通じて強風や高潮への警戒を

呼びかけた。波浪警報、暴風警報、高潮警

報、続いて大雨警報、洪水警報が発表され

た。１０月８日の早朝、猛烈な風とともに

雨が降り始め、台風１８号は愛知県の北半

島付近に上陸した。気象レーダーがとらえ

た雨雲の動きは台風の渦の姿を示している。

台風１８号は強い雨と風を伴って東海地方

から東北地方へと日本列島を縦断して各地

に被害をもたらした。 

 台風が過ぎ去った後も気象台の仕事は続

きます。大量に降った雨が引き起こす洪水

や土砂災害への警戒、海辺では風や波がす

ぐにはおさまりません。地域ごとの特徴な

どをとらえて気象台では注意報、警報、気

象情報などをきめ細やかに発表します。 

 

○熊原氏 

 台風が近づいているときの気象台の仕事

を見ていただきました。 

 台風の災害についてまとめます。※(51) 

 台風は竜巻などの激しい突風、集中豪雨、

暴風、高潮などのさまざまな災害を広い範

囲にもたらします。そして、雨風が強くな

ってしまうと避難しようにも避難そのもの

ができなくなってしまいます。気象台の発

表する情報をうまく利用して、雨や風が強

くなる前に台風への備えをお願いいたしま

す。 

 

特別警報 

 ぜひ皆様に覚えていただきたいのがこの

図です。※(52) ８月３０日に特別警報を

始めました。この特別警報は、従来の警報

の発表基準をはるかに超えるような、例え

ば数十年に一度の大災害が起きるような場

合に住民の皆様に最大級の警戒を呼びかけ

るものです。 

 特別警報は東北の地震や津波や平成２３
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年台風第１２号による災害を背景につくっ

たものです。今までの警報では気象台が持

っている非常に危険だという思いを皆様に

うまく伝えることができませんでした。そ

れで、とても危険な状態が迫っているとい

うときには、特別警報を発表することにし

ました。 

 どんなときに発表するかというと、雨で

は数十年に一度、例えば人生の中で１回経

験するかしないかというような大雨を対象

にして発表いたします。もしこの特別警報

を皆さんが耳にされましたら、もうこれ以

上のものはないと、すぐに安全を確保して

ください。※(53) 

 ここに大雨の場合の注意報、警報、さら

に特別警報になるというのを描いておりま

す。※(54) 従来の警報でも避難の準備や

安全な場所に移動して欲しいのですが、特

別警報が出ましたら、もう本当に危険な状

態が皆さんのすぐそばに迫っていると思っ

て、とにかく安全確保をお願いいたします。 

 本日は、最初に積乱雲の話から始まりま

して、落雷、竜巻、それから集中豪雨、台

風をお話してきました。雷や大雨などはそ

れぞれ何が危ないか、あるいはどうすれば

身を守ることができるかが現象によって違

っています。 

 例えば、積乱雲に伴う急な強い雨、落雷

は家の中にいることが一番安全ですが、集

中豪雨のときに家そのものが土砂で埋まっ

たり、川に流されたりするような場合は家

から避難することも考えないといけません。

このように災害から身を守るためには、状

況に応じた適切な安全確保の行動が大切に

なってきます。※(55) 

 安全確保の行動にいろいろな情報を利用

していただきたいと思います。気象庁ホー

ムページのトップページには防災気象情報

をすぐ探せるリンクがあります。※(56) 

 御家庭では、テレビのデータ放送がとて

も便利で、データボタンを押すといろんな

防災情報をごらんになることができます。

※(57) 

 さらに、最近、非常に威力を発揮してい

るのが携帯端末です。※(58) この携帯端

末に防災情報提供センターのＵＲＬを「お

気に入り」に入れておきますと、今どんな

注意報が出た、警報が出た、あるいはレー

ダーで雨雲はどうなっているかとか、ナウ

キャストでどこが危険な場所かというのを

御自身で、その場で簡単に把握することが

できます。もしよければこういうものを活

用していただければと思います。 

 

おわりに※(59) 

 大きな災害が起きた後に、そこに住んで

いる方がテレビのインタビューで、こんな

ことをよくおっしゃっています。「まさか

こんなことが起きるとは思っていませんで

した」、「この地域は災害なんて起きない
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と思っていました」、「自分はだ大丈夫だ

と思っていました」 

 私たちが災害なんか来ないと思っていて

も、気象災害は我々の思いとは無関係にや

ってきますから、いつかは自分自身にも災

害が起きるかもしれないという心構えも必

要ではないかと思っております。 

 気象災害は自然現象なので、どうするこ

ともできない部分があります。ぜひ、皆様

には自然現象と謙虚に向き合っていただく

ようにお願いいたします。 

 「気象災害から命を守る行動と防災情

報」というタイトルでお話をいたしました。

私からお伝えしたいことは、気象台がいろ

んな防災情報を発表しています。全て皆さ

んに使ってほしいと思いますが、それもな

かなか難しいです。必要なものを選んで御

自身の命あるいは御家族の命、御近所の命

を守って欲しい。これが私からのメッセー

ジです。 

 ２時間にわたってお聞きくださって、と

ても感謝いたします。どうもありがとうご

ざいました。（拍手） 

 

○司会者 

 熊原様どうもありがとうございました。 

 質疑応答の時間をとらせていただく予定、

大丈夫ですか。いくつかお受けしたいと思

います。挙手いただきましたらマイクをお

持ちいたしますので、よろしくお願いいた

します。 

 

○客 

 ありがとうございました。 

 今日のお話は、要するに積乱雲ですね、

夏場のことに限ったような感じがしたので

すけども、積乱雲との季節的な関係ですね、

少しお話を聞きたいのですけど、よろしく

お願いします。 

 

○熊原氏 

 特に夏の積乱雲のお話をしましたが、季

節的にはどうかという御質問かと思います。 

 積乱雲が発達するには暖かい湿った空気

が必要なので、どうしても夏場が多いです。

見方を変えてみますと、日本海側の冬、そ

ういうところでも積乱雲は発達いたします。

大陸から冷たい乾いた空気が日本海、冬で

も日本海が暖かいので、日本海を渡ってく

るときにたくさん水蒸気を含んで、日本海

側の山地にぶつかってくるようなときに、

上昇して発達した積乱雲をつくったりする

ことがありますので、夏だけではなくて冬

でもそういう積乱雲の発達はあります。 

 竜巻の発生の分布で日本海側にも海岸に

沿って赤い点がいくつかありました。日本

海側の竜巻の発生は冬の積乱雲によるもの

が含まれていると思っております。 
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○客 

 はい、どうもありがとうございます。 

 

○司会者 

 ほかにございませんでしょうか。ござい

ませんでしょうか。 

 それではこれで熊原様の講演を終了させ

ていただきます。 

 熊原様におかれましては、大変お忙しい

中、貴重なお話をまことにありがとうござ

いました。もう一度、熊原様に感謝の気持

ちを込めまして、皆様方の拍手をお願いし

たいと思います。（拍手） 

 ありがとうございました。 



一般財団法人 大阪建築防災センター 建築物防災講演会 平成25年9月4日

気象災害から命を守る行動と防災情報
－ 災害に向き合う姿勢「まさか」から「いつかは」に －

大阪管区気象台技術部

熊原 義正

「特別警報」が発表されたら身を守るために最善を尽くしてください

1

資 料

急発達する低気圧台風集中豪雨

積乱雲 竜巻落雷

2



気象台では何が行われているのでしょうか

3

積乱雲が引き起こす災害

音羽電機工業株式会社
“雷”写真コンテスト提供

神戸市
河川モニタリングカメラシステムより

気象庁パフレット
「竜巻から身を守る」より

河川の急な増水 落雷 激しい突風

4



急な強い雨で急激に増水する

神戸市 都賀川(2008年7月28日)
10分間で約1m30cmも水位が上昇した

神戸市提供

5

落雷で多くの人が亡くなったりけがをしている
6



落雷による死傷者数
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警察白書のデータから

7

竜巻は甚大な被害をもたらす

飛来物の衝突車の横転や建物の損壊

気象庁パンフレット「竜巻から身を守る」より

8



突風被害をもたらす現象

ダウンバースト ガストフロント竜 巻

竜巻が見えないからといって油断しないでください

9

竜巻は全国で発生している

竜巻の発生は
全国的で季節を問いません

0

20

40

60

80

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

竜巻発生確認数(1991-2012)

10



積乱雲が引き起こす災害の特徴

音羽電機工業株式会社
“雷”写真コンテスト提供

神戸市
河川モニタリングカメラシステムより

気象庁パフレット
「竜巻から身を守る」より

河川の急な増水 落雷 激しい突風

•急に襲ってくる
•現象は比較的短時間（１時間程度）
•発生場所や発生時間の予測が難しい現象

11

天気予報で「不安定」と言ったら要注意

• 最新の気象情報を確認して
• 気象状況と行動をイメージしましょう

12



竜巻などの激しい突風の可能性があると
「突風と落雷に関する気象情報」が発表される

突風と落雷に関する大阪府気象情報

・・・２８日昼過ぎにかけて大阪府では
大気の状態が非常に不安定となるで
しょう。

［防災事項］
竜巻などの激しい突風に注意してくだ

さい。発達した積乱雲の近づく兆しが
ある場合には、建物内に移動するなど、
安全確保に努めてください。

気象台では竜巻などの
激しい突風に注意を呼
びかけています

13

積乱雲が発達する数時間前に
雷注意報が発表される

大阪市 ［発表］雷注意報

雷 注意期間 ２８日昼過ぎから

２９日未明まで

付加事項 突風 ひょう

急な強い雨

大阪市 ［発表］雷注意報

雷 注意期間 ２８日昼過ぎから

２９日未明まで

付加事項 突風 ひょう

急な強い雨

市町村単位で発表される

注意が必要な期間

何に注意が必要か

•外出前に最新の注意報を確認しましょう
•渓流・河川敷や中洲・親水公園などでの活動は避けましょう

14



竜巻などの激しい突風

今いる場所は安全か？ ナウキャストで確認する

雷

•表示が赤色系になるほど危ない状態
• １時間先までの予報が10分ごと（雨は5分ごと）に発表される
•携帯電話・端末で確認できる

携帯端末に登録しておきましょう（国土交通省防災情報提供センター）

■4激しい雷 ■3やや激しい雷
■2雷あり ■1可能性

■ 5～10%の確率で発生
■ 1～ 5%の確率で発生

雨

15

木の下で雨宿りは危険雷は金属を身につけていなくても危険

16



竜巻が発生しやすい気象状況になると
竜巻注意情報が発表される

大阪府竜巻注意情報 第１号
平成２5年■月２8日１8時05分
大阪管区気象台発表

大阪府は、竜巻などの激しい突風が発生しや
すい気象状況になっています。

空の様子に注意してください。雷や急な風の
変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、
頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に
努めてください。
落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してくださ
い。

この情報は、２8日１9時10分まで有効です。

大阪府竜巻注意情報 第１号
平成２5年■月２8日１8時05分
大阪管区気象台発表

大阪府は、竜巻などの激しい突風が発生しや
すい気象状況になっています。

空の様子に注意してください。雷や急な風の
変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、
頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に
努めてください。
落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してくださ
い。

この情報は、２8日１9時10分まで有効です。

竜巻以外の激しい突風の

可能性もある

竜巻以外の激しい突風の

可能性もある

空の様子に
注意して！
空の様子に
注意して！

１時間は注意が必要で、
危険な状況が続く場合は
改めて発表される

１時間は注意が必要で、
危険な状況が続く場合は
改めて発表される

17

積乱雲が接近するサイン

• 真っ黒い雲が近づき周囲が急に暗くなる

• 雷鳴が聞こえたり電光が見える

• ヒヤッとした冷たい風が吹きだす

• 大粒の雨やひょうが降りだす

18



積乱雲が近づいてきたら
被害をイメージして安全確保

水辺から離れる

浸水した場所に注意

愛知県一宮市提供

頑丈な建物に入る
窓や壁から離れる カーテンを閉める

木や電柱から離れる

電力中央研究所提供

音羽電機工業株式会社
“雷”写真コンテスト提供

19

竜巻等の激しい突風の予測は難しい

発達中の積乱雲 発達した積乱雲

空の色、雲の動きなど空の様子に注意しましょう

16分

20



積乱雲に伴う災害から身を守るには

危ない場所から離れ
身の安全を確保しましょう

キーワードは「不安定」
急激に発達することに注意しましょう

雷注意報、竜巻注意情報が出たら

前兆現象はないか？ナウキャストを確認

竜巻発生確度ナウキャスト

21

組織化した積乱雲による集中豪雨
• 積乱雲が同じ場所で発生・発達を繰り返す

• 数時間にわたって非常に激しい雨が降り続ける

～10km

ひとつの積乱雲 50～100km

組織化した積乱雲

22



集中豪雨は甚大な災害を引き起こし
毎年多くの人の命を奪っている

洪水、浸水土砂災害

兵庫県県土整備部提供大阪管区気象台撮影

23

家の周りで土砂災害に
注意が必要な場所を知っておく

急傾斜地の崩壊

土石流

枚方市ホームページ 土砂災害防止法の指定区域

24



土砂災害の危険性は目に見えないので
事前の避難が重要

写真：国土交通省HP土砂災害警戒判定メッシュ情報

25

水害は川から離れた場所でも起きる

川の水があふれる 雨水が低い所にたまる

アンダーパスや地下への浸水
で人が亡くなることも

家が流されることも

国土交通省HP国土交通省HP

26



浸水に注意が必要な場所を知っておく

大阪市ホームページ 防災マップ 北区(内水氾濫した場合)より

27

状況に応じた避難行動で
集中豪雨から身を守る

気象業務はいま2012 新潟県三条市「豪雨災害対応ガイドブック」より
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大雨のときに段階的に発表される防災気象情報

29

大雨の前日に気象情報で予告する

平成２４年●月１３日０５時３０分
大雨に関する大阪府気象情報

低気圧が日本海を通過するため、大阪府
では１４日は大雨のおそれがあります。

土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水
に注意してください。

•大雨になったときの備えを確認しましょう
•以後の気象情報に注意しましょう

30



雨が激しくなる数時間前に
大雨、洪水注意報が発表される

平成２４年●月１３日●●時●●分
大阪管区気象台発表

○○市 ［発表］大雨，洪水注意報
特記事項 土砂災害注意

浸水注意
土砂災害

注意期間 １３日夜のはじめ頃から
１４日昼過ぎまで

浸水
注意期間 １３日夜遅くから

１４日昼前まで
１時間最大雨量 ３０ミリ

洪水
注意期間 １３日夜遅くから

１４日昼前まで気象情報に気をつけましょう
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重大な災害が起きる数時間前に
大雨、洪水警報が発表される

平成２４年●月１４日●●時●●分
大阪管区気象台発表

○○市 ［発表］
大雨（土砂災害，浸水害）､
洪水警報

特記事項 土砂災害警戒
浸水害警戒

土砂災害
警戒期間 １４日昼前まで
注意期間 １４日昼過ぎまで

浸水
警戒期間 １４日昼前まで
注意期間 １４日昼前まで
１時間最大雨量 ５０ミリ

洪水
警戒期間 １４日昼前まで
注意期間 １４日昼前まで
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警報は災害の種類に応じて発表される

土砂災害 浸水害 洪水害

大雨警報 洪水警報
写真：国土交通省HP
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大雨警報が発表されたら

避難の準備

日ごろと異なったことが
あれば市役所などへ通報

危険な場所に近づかない

「土砂災害警戒避難に関わる前兆現象情報の活用のあり方
について」H18.3.31 河川局砂防部砂防計画課より
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大雨警報が発表された後も
強い雨が降り続く

35

土砂災害の危険性がさらに高くなると
「土砂災害警戒情報」が発表される

大阪府土砂災害警戒情報 第1号
平成24年8月14日 5時30分
大阪府 大阪管区気象台 共同発表

【警戒対象地域】
高槻市* 枚方市*
*印は、新たに警戒対象となった市町村を示し

ます。
【警戒文】
＜概況＞
大雨のため、警戒対象地域では土砂災害の危
険度が高まっています。
＜とるべき措置＞
崖の近くなど土砂災害の発生しやすい地区にお
住まいの方は、早めの避難を心がけるとともに、
市町村から発表される避難勧告などの情報に
注意してください。
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数年に一度の猛烈な雨が降ると
「記録的短時間大雨情報」が発表される

大阪府記録的短時間大雨情報 第１号
平成２４年８月１４日０５時５５分
大阪管区気象台発表

５時３０分大阪府で記録的短時間大雨
高槻市付近で約１１０ミリ

•すでに災害が発生している可能性がある
•身を守ることを第一に行動しましょう

大阪府内市町村の
記録的短時間大雨情報の
発表基準：１時間雨量１００ミリ

37

雨がやんでも大雨警報（土砂災害）と
洪水警報はすぐ解除できない

川の上流に降った雨が
流れ下るのに時間がかかる

土の中にたまった水が
抜けるのに時間がかかる

38



大雨によって発表された防災気象情報の例
平成24年8月13-14日

大雨注意報

土砂災害
警戒情報

大雨注意報

大雨警報（土砂災害）

土砂災害警戒情報

大雨警報（土砂災害）

大雨警報（浸水害） 大雨警報（浸水害）

記録的短時間大雨情報（高槻市付近、四条畷市付近）
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集中豪雨のまとめ

甚大な災害が発生する前に
状況に応じた安全確保行動が
重要

段階的に発表される
防災気象情報を利用して適切
な判断を

40



台風は積乱雲が集まったもの

組織化した積乱雲

41

台風は広範囲にさまざまな災害をもたらす

暴風

高波

竜巻

広範囲の大雨

落雷

湿った空気に
よる集中豪雨

うねり

高潮

42



高潮におそわれると膨大な量の海水が
一気に流れ込み甚大な被害が発生する

43

暴風による被害

交通の混乱飛散物

倒木、家屋の損壊 転 倒

44



台風情報で示される最大風速と最大瞬間風速

瞬間風速
（3秒間の平均風速）

平均風速
（10分間の平均風速）

建造物の強風被害は瞬間風速との
関係が深いといわれる

最大瞬間風速

最大風速

45

暴風警報は台風の影響が現れる前に発表される

0

5

10

15

20

25

30

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

東京都大田区の風速と警報発表状況（2011年9月21日 台風第15号）

10:32 23:24

20m/s
暴風警報発表期間

10m/s

11時

15時

平成２３年台風第１５号の経路

平均風速
交通機関混乱
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台風が近づいてきたら

•雨、風が強くなる前に準備、避難を

•不要不急の外出は控えて

47

台風から離れていても大雨に注意

台
風

暖かく湿った空気

日本付近に前線がある場合は特に注意が必要

1990.9.17～20 台風第19号

四国、紀伊半島の山沿いの一部では
900～1,000mmに達した

48



台風が通り過ぎても危険な状態は続く

150cm

150cm
18時16分

10時 13時 16時 19時 22時

台風通過後に
潮位が急上昇

台風通過後に
雨、風、波が強まること
がある

75cm

大阪の潮位 平成24年台風第17号（9月30日）

１５時頃
潮岬付近通過

49

台風の進路予想

予報円
台風の中心が入る確率は70％

暴風警戒域
台風の中心が予報円内に
進んだ場合に72時間先ま
でに暴風域に入るおそれ
のある範囲

強風域
（風速15m/s以上）

暴風域
（風速25m/s以上）

現在までの経路

50



台風のまとめ

台風情報などを利用して
雨や風が強くなる前に準備・避難を

台風はさまざまな災害を
広範囲にもたらす

51

8月30日に特別警報が始まりました

52



特別警報はこれまでにない危険が
迫っていることをお知らせします

53

注意報 54



状況に応じた適切な安全確保行動が大切

集中豪雨や台風では家から
避難すべき場合がある

積乱雲に伴う災害には
建物に入るのが有効

例えば・・・

防災気象情報の活用を！

音羽電機工業株式会社
“雷”写真コンテスト提供

写真：国土交通省HP
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気象庁ホームページで防災気象情報を見つける

気象庁ホームページを探すには

防災気象情報は
こちらから
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家庭ではテレビで防災気象情報

大雨・雷突風情報

生活・防災情報

河川・水位情報

おでかけガイド

ニュース 気象情報 地震・津波

警報・注意報などを表示できる
ボタン

dデータ

57

外出先では携帯端末で防災気象情報

携帯端末に国土交通省防災情報提供センターを
「お気に入り」に追加、「Bookmark登録」しましょう！
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html
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「まさか」から「いつかは」に

まさかこんなことが起こるとは思わなかった
この地域は災害が少ないと思っていた
自分は大丈夫だと思っていた

昔、大きな災害があったことを知っている
いつかは災害が起こるかもしれないと思っている

自分だって災害に遭う、自分で守るものだと思っている

59

防災情報を上手に使って
自分の命、家族の命を守りましょう

気象災害から命を守る行動と防災情報
－ 災害に向き合う姿勢「まさか」から「いつかは」に －
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おかげさまで４０周年 

～好きやねんこの街この家！ 守ろう安全 築こう安心～ 
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